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壌約 1,500㎏を長野試験地内の新屋北圃場（7a）（図 -8）に
客土した後，シズイの育成をし，2024 年度から A-4 シズイ
の試験を開始した。

各試験圃場の土性等を表 -1 に記す。
自然発生の雑草は巾下圃場と新屋東圃場では主にノビエ，

ミゾハコベ，アゼナ，キカシグサ，コナギ，ホタルイ，ホソ
バヒメミソハギである。ノビエ，ホタルイは共に１㎡当り
200 本以上の発生量が毎年確認されている。2024 年度の新
屋北圃場のシズイ発生量は１㎡当たり 660 本であった。

圃場の灌漑用水は犀川の支流である奈良井川より取水して
いる拾ヶ堰（2016 年に世界かんがい施設遺産登録）より取
り入れている。

おわりに

昨年，開設 5 年を過ぎ適用性試験を実施するための必要
設備もほぼ整い，また，昨年から始めたシズイ圃場も試験に

十分こたえられる水準の発生量が確認された。
今後は，当協会の事業に関する試験・研究はもちろん，長野

県の研究機関や普及関係の方々および地元の農家の方々との交
流を深め，信頼される試験地として精進して行く所存である。

最後に，巾下圃場から望む北アルプス常念岳（図 -9）を
ご覧いただきたい。
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表-1 圃場特性 

圃場名 
⾯積
（a） 

⼟性 pH 
腐植含量

(%) 
減⽔深
(cm) 

⼱下 18.5 沖積埴壌⼟ 6.2 2.4 ≦ 0.5 

新屋東 22 沖積埴壌⼟ 6.0 2.3 ≦ 0.7 

新屋北 ７ 沖積埴壌⼟ 6.0 2.6 ≦ 0.7 

原村シズイ ８ 黒ボク埴壌⼟ 5.4 18.5 ≦ 1.0 

表 -1　圃場特性

図 -9　巾下圃場より望む北アルプス連峰，中央が常念岳

 最後に，⼱下圃場から望む北アルプス常念岳（図-9）をご覧いただきたい。

  
図-9 ⼱下圃場より望む北アルプス連峰，中央が常念岳 
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■協会だより
■�■�2025年度植物調節剤の研究開発事業に関わる試験研究
課題の募集について

　日本植物調節剤研究協会では，植物調節剤の有効利用及
び作物・雑草の生理・生態等の研究啓発を目的に，大学，
国立研究開発法人，都道府県の試験研究機関との共同研究
の一環として試験研究を委託している。
　2025年度「植物調節剤の研究開発事業に関わる試験研究
課題」を以下のとおり募集する。
１．	対象試験研究課題
	 除草剤，生育調節剤等の有効利用及び作物・雑草の	
	 生理・生態の解明に関わる課題とする。
２．	対象者
	 都道府県試験研究機関，大学，国立研究開発法人，	
	 民間企業等関係者とする。
３．	期間
	 原則として1事業年度（4月1日～翌年3月31日）とする。
４．	試験研究費
	 原則として1課題当たり50万円（税別）を上限とする。
５．	応募方法
	 当協会理事長宛に申込み文書及び試験研究実施計画書	
	 を提出する。
６．	審査方法
	 書面審査により採択課題を決定する。併せてヒアリング	
	 審査を実施する場合もある。
７．	成果の報告
	 試験研究の成果は当該年度末までに当協会理事長宛に	
	 提出する。また，「植調」誌に記事を寄稿する。
８．	申込み
	 期限：2025年3月末日（必着）
	 宛先：植調協会　技術部企画課（担当：筒井）
	 	 	 	 〒110-0016　東京都台東区台東1-26-6
	 	 	 	 TEL：03-3832-4188　FAX：03-3833-1807
	 	 	 	 E-mail：kikaku@japr.or.jp
　必要書類：応募申請書，試験研究実施計画書
	 (必要書類の様式については，企画課にお問合せください）

■■2024年度緑地管理研究会（Web講演会）
※一部講演タイトル等に変更がありましたので再掲します。
　日時：2025年3月12日（水）10:00～17:00
　開催方法：	Zoomを用いたオンライン開催
　参集範囲：	道路，鉄道，河川，電力設備，公園等におけ

る緑地管理関係者，農薬会社，農機具会社関
係者，国，自治体関係者，（独）農林水産消
費安全技術センター関係者，農研機構，大学
等研究機関関係者，植調協会関係者等

　申込み：	植調協会ホームページ（https://japr.or.jp/）の
新着情報に申込みフォームのリンクを掲載しま
す。【申込み締切日：2025年3月4日（火）】

　プログラム：
　　10:00～12:00
　　	　講習会：		緑地管理用薬剤の効果的で安全性の高い利

用方法について
　　　講義１）	緑地管理用除草剤・抑草剤の効果的な使用

方法（植調協会）
　　　講義２）	緑地管理用農薬を使用する上での注意点

（緑の安全推進協会）
　　13:00～17:00
　　　講演会：	河川堤防における植生管理
　　　講演１）	河川堤防の維持管理における現状と課題
　　　　　　　山本　嘉昭（河川財団）
　　　講演２）	渡良瀬川における植物成長調整剤・除草剤を

用いた堤防植生管理
　　　　　　　	近　将史（河川財団）
　　　講演３）	農薬利用時の周辺住民とのリスクコミュニ

ケーションについて（仮題）
　　　　　　　松永　和紀（科学ジャーナリスト）
　　　情報提供）	周辺住民への周知とリスクコミュニケー

ションの現状（各ユーザー会社）
　　　薬剤紹介）	河川堤防等の緑地管理場面を対象とした

除草剤・抑草剤の紹介（除草剤・抑草剤
登録メーカー各社）

　　　総合討論

■研究会等
●第29回東北雑草研究会

　　詳細は東北雑草研究会ホームページの研究会案内ページ	

	 (https://wssj.jp/~wsstj/wsstj_29th_meeting.html）を	

	 確認してください。

　日時：2025年3月3日(月)　13:00～17:00

広　 　　　場



40634　植調　Vol.58, No.11　(2025）

植調第 58巻　第 11号

■ 発　行 2025 年 2 月 20 日
■ 編集・発行 公益財団法人日本植物調節剤研究協会
	 東京都台東区台東 1丁目 26番 6号
	 TEL 03-3832-4188　FAX	03-3833-1807
■ 発行人 大谷　敏郎
■ 印　刷 ㈲ネットワン

© Japan Association for Advancement of Phyto-Regulators (JAPR) 2016
　掲載記事・論文の無断転載および複写を禁止します。転載を希望される場合
は当協会宛にお知らせ願います。

取　扱　株式会社全国農村教育協会
　　　　〒110-0016　東京都台東区台東1-26-6 (植調会館)
 TEL 03-3833-1821

■除草カタログ（試行版）公開のご案内除草カタログ（試⾏版）公開のご案内

植調協会はWebサイト除草カタログの試⾏版を公開しました。
（https://joso‐catalog.japr.or.jp/ 上記の⼆次元コードからアクセスくだ
さい。）
除草カタログは、難防除雑草や外来雑草など様々な問題雑草ごと

に、有効とされた除草剤の処理時期・処理⽅法や各種技術と組み合わ
せた防除体系などの情報をまとめて発信するとともに、全国各地で取
り組まれた問題雑草防除の実践レポートを掲載して、ユーザーの皆様
に情報共有していただくWebサイトです。
問題雑草で困っている農家の⽅々や技術普及関係者の皆様に少しで

も早くご活⽤いただきたいと考え、現時点では掲載草種数等が少ない
状態ですが、試験運⽤を開始しました。
つきましては、本サイト改善のためのご意⾒やご要望を、サイト下

部にある「当サイトへのご要望」リンク（下記URL）からお寄せいた
だきますようお願いいたします。

ご要望受け付けURL https://forms.gle/nvkFNSNDR7WKqZZy7 

（植調協会技術部企画課 <kikaku@japr.or.jp>）

　植調協会はWebサイト除草カタログの試行版を公開しま

した。（https://joso-catalog.japr.or.jp/	 	上記の二次元コー

ドからアクセスください。）

　除草カタログは，難防除雑草や外来雑草など様々な問
題雑草ごとに有効な除草剤の処理時期・処理方法や各種技

術と組み合わせた防除体系などとともに，全国各地で取り

組まれた問題雑草防除の実践レポートが掲載されたWebサ

イトです。

　問題雑草で困っている農家や技術普及担当の方々に少しで

も早くご活用いただきたいと考え，現時点では掲載草種数等

が少ない状態ですが，試験運用を開始しました。

　つきましては，本サイト改善のためのご意見やご要望を，

サイト下部にある「当サイトへのご要望」リンク（下記

URL）からお寄せいただきますようお願いいたします。

　ご要望受け付けURL　

　https://forms.gle/nvkFNSNDR7WKqZZy7	

植調協会技術部企画課

　会場：仙台国際センター（仙台市青葉区青葉山無番地）

　内容：一般講演，特別講演，現地雑草情報の交換

	 （17:30～　情報交換会）
	 	講演タイトルは，期日7日前までに研究会案内ペー

ジに掲載予定です。
　参加申込み：	研究会案内ページに従い，メールで申込ん

でください	。
　申込み期限：
　　一般講演申込み　　2月18日(火)必着
　　研究会参加（情報交換会参加）　　2月18日(火)
　　研究会参加（情報交換会不参加）　2月24日(月)
　参	加費：正会員のみ一般講演発表や研究会への参加可能

です。2024年度正会員費（一般2,000	学生1,000円）
を事前払い込み，または当日現金のどちらかの方法に
てお支払いください。

●園芸学会令和７年度春季大会
　	　詳細は一般社団法人園芸学会の大会案内ページ(http://
www.jshs.jp/modules/meeting/index.php?content_
id=58）及び掲載されたお知らせPDFファイルを確認して
ください。

　期日：2025年3月	20日(木・祝)ポスター掲示・社員総会・	
	 表彰式・受賞講演・懇親会

	 3月21日(金)	口頭発表・ポスター発表
　会場：日本大学生物資源科学部
	 (神奈川県藤沢市亀井野1866）
　参	加申込み：2025年2月7日(金)までにオンライン大会登

録システム（https://ec.sslcenter.jp/jshs/）で参加登録
を行うか，当日に会場受付で申込んでください	。

　参加費：通常料金（当日受付）
　　一般（会員）	 不課税	 	 9,000円
　　一般（非会員）	 課税・税込	 	13,000円
　　（早期割引料金は2月7日締め切り）
　参加費には別冊代金（4,500円）が含まれます。

●第29回アジア太平洋雑草学会大会（APWSS）の予定
　期間：2025年10月19日(日)～24日(金)
　会場：Nanjing，China（南京市，中国）


